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暮
ら
し お知らせ

information

20
歳
の
皆
さ
ん
へ

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

国
民
年
金
か
ら

　
国
民
年
金
は
、
年
金
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
る
年
齢
に
な
っ
た

と
き
、
病
気
や
事
故
で
障
が
い
が

残
っ
た
と
き
、
家
族
の
働
き
手
が

亡
く
な
っ
た
と
き
に
、
働
い
て
い

る
世
代
み
ん
な
で
支
え
よ
う
と
い

う
考
え
で
作
ら
れ
た
仕
組
み
で

す
。

　
国
民
年
金
は
20
歳
以
上
60
歳
未

満
の
人
は
加
入
す
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
20
歳
に

な
っ
た
ら
忘
れ
ず
に
国
民
年
金
の

加
入
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト

①
将
来
の
大
き
な
支
え
に
な
り
ま

す
　
国
民
年
金
は
20
歳
か
ら
60
歳
ま

で
の
人
が
加
入
し
、
保
険
料
を
納

め
る
制
度
で
す
。
国
が
責
任
を

も
っ
て
運
営
す
る
た
め
、
安
定
し

て
い
て
年
金
の
給
付
は
生
涯
に
わ

た
っ
て
保
障
さ
れ
ま
す
。

②
老
後
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん

　
国
民
年
金
に
は
老
齢
年
金
の
ほ

か
、
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
も
あ

り
ま
す
。
障
害
年
金
は
、
病
気
や

事
故
で
障
が
い
が
残
っ
た
と
き
に

受
け
取
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
遺
族
年
金
は
加
入
者
が

死
亡
し
た
場
合
、
そ
の
加
入
者
に

よ
り
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
た
遺

族︵「
子
の
あ
る
配
偶
者
」や「
子
」︶

が
受
け
取
れ
ま
す
。

■
問
合
せ　

室
蘭
年
金
事
務
所

︵
お
客
様
相
談
室
☎
0
1
4
3

－

50

－

1
0
0
4
︶
／
住
民
税
務

課
住
民
・
戸
籍
年
金
係︵
☎
74

－

3
0
0
2
︶

　

悪
質
商
法
な
ど
に
よ
る
被
害
、

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
消
費
生
活

に
関
す
る
苦
情
や
問
合
せ
に
つ
い

て
相
談
や
悩
み
が
あ
る
場
合
は

「
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１
８
８

︵
局
番
な
し
︶」を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。「
１
８
８
」に
電
話
す
る
と
入

力
案
内
音
声
が
流
れ
、
洞
爺
湖
町

役
場
な
ど
の
消
費
生
活
相
談
窓
口

に
つ
な
が
り
ま
す
。

■
窓
　
口
　
平
日
８
時
45
分
~
17

時
30
分（
洞
爺
湖
町
役
場
）、
土
日

祝
日
10
時
~
16
時（
国
民
生
活
セ

ン
タ
ー
）

■
問
合
せ

産
業
振
興
課
水
産
・

商
工
係︵
☎
74

－

3
０
０
5
︶

消
費
者
相
談
は「
消
費
者
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
１
８
８
」へ
！

消
費
者
啓
発
パ
ネ
ル
展
開
催

　
悪
質
商
法
、
振
り
込
め
詐
欺
な

ど
に
よ
る
消
費
者
被
害
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
消
費
者
啓
発
パ
ネ
ル
展

を
開
催
い
た
し
ま
す
。

■
日
　
時

２
月
７
日︵
水
︶

~
14
日︵
水
︶
午
前
８
時
45
分
~

午
後
５
時
30
分
※
土
日
除
く
。
最

終
日
の
み
正
午
ま
で

■
場
　
所　
洞
爺
湖
町
役
場
本
庁

舎
町
民
ロ
ビ
ー
、
洞
爺
総
合
支
所

ロ
ビ
ー

「
障
害
者
控
除
対
象
者

認
定
書
」の
交
付
に
つ
い
て

障
害
者
控
除
を
受
け
る
に
は
、

身
体
障
害
者
手
帳
や
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
が
必
要
で

す
が
、
交
付
さ
れ
て
い
な
い
人
で

も
控
除
の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
介
護
保
険
の
要

介
護
認
定︵
要
介
護
１
か
ら
要
介

護
５
︶を
受
け
て
い
る
満
65
歳
以

上
の
人
で
、
状
態
が
身
体
障
害
者

手
帳
な
ど
の
交
付
を
受
け
て
い
る

人
と
同
程
度
で
あ
る
と
判
断
さ
れ

た
場
合
が
該
当
し
、「
障
害
者
控

除
対
象
者
認
定
書
」が
発
行
さ
れ

て
所
得
税
や
住
民
税
で
障
害
者
控

除
か
特
別
障
害
者
控
除
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
場
合「
要
介
護
度
」の
段
階

で
一
律
に
認
定
の
可
否
が
決
ま
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
所
得
税

申
告
の
対
象
と
な
る
年
の
12
月
31

日︵
基
準
日
︶で
の
判
定
と
な
る
た

め
、
基
準
日
に
有
効
で
あ
る
要
介

護
認
定
結
果
の「
認
定
調
査
票
」

「
主
治
医
意
見
書
」を
も
と
に
認
定

■
問
合
せ　
産
業
振
興
課
水
産
・

商
工
係︵
☎
74

－

３
０
０
５
︶

を掲載しませんか広告に
　町では、地域経済の活性化を図るため、広報とう
やこに広告を掲載する民間の企業や自営業者を募集
しています。
　締切は発行月の前月５日までです。掲載料や手続
きについてはお問い合わせください。
■問合せ　企画財政課広報統計係（☎ 74-3004）

ととううややここ



こととううやや

　
１
月
４
日
か
ら
伊
達
警
察
署
の

伊
達
警
察
署
・
伊
達
地
区
交
通

安
全
協
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
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お知らせ

行
　
政

窓
口
が
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
４

時
30
分
ま
で
に
変
更
と
な
り
ま
し

た
。
免
許
証
更
新
や
住
所
変
更
、

道
路
使
用
許
可
申
請
な
ど
が
対
象

で
、
対
象
業
務
の
詳
細
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
警
察
署
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
そ
れ
に
伴
い
、
収
入
証
紙
の
販

売
を
取
り
扱
う
交
通
安
全
協
会
の

窓
口
も
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
４

時
ま
で
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
皆

さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

■
問
合
せ　
伊
達
警
察
署︵
☎
22

－

0
1
1
0
︶
／
伊
達
地
区
交
通

安
全
協
会︵
☎
23

－

8
3
8
3
︶

　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
測
定
結
果

︵
１
号
炉
︶
は
、「
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

類
対
策
特
別
措
置
法
」
に
よ
る
排

出
基
準
値︵
０
・１
ナ
ノ
グ
ラ
ム
︶

を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

■
測
定
日　
令
和
５
年
９
月
15
日

■
測
定
結
果　
０
・０
０
０
79
ナ

ノ
グ
ラ
ム︵
ナ
ノ
グ
ラ
ム
は
10
億

分
の
１
グ
ラ
ム
︶

■
詳
　
細　

西
い
ぶ
り
広
域

連
合
︵
☎
0
1
4
3

－

59

－
0
7
0
5
︶

メ
ル
ト
タ
ワ
ー
21
の
排
ガ
ス

（
煙
突
）
測
定
結
果

し
ま
す
。

■
注
意
事
項　
要
介
護
認
定
を
受

け
て
い
る
人
で
も
障
害
者
控
除
の

対
象
と
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
本
人
と
扶
養
親
族
の

所
得
税
や
住
民
税
が
非
課
税
の
場

合
は
該
当
に
な
り
ま
せ
ん
。
申
請

に
は「
印
鑑
」が
必
要
で
す
。

■
問
合
せ　
介
護
高
齢
課
介
護
保

険
係︵
☎
74

－

3
0
0
1
︶

給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
な
ど

の
法
定
調
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

令
和
５
年
分
の「
給
与
所
得
の

源
泉
徴
収
票
等
の
法
定
調
書
」「
給

与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
等
の
法
定

調
書
合
計
表
」
の
提
出
は
所
管
税

務
署
長
へ
、「
給
与
支
払
報
告
書

︵
個
人
別
明
細
書・総
括
表
︶」「
退

職
所
得
の
特
別
徴
収
票
」
な
ど
の

提
出
は
受
給
者
の
住
所
地
の
市
区

町
村
長
へ
そ
れ
ぞ
れ
区
分
し
て
、

令
和
６
年
１
月
31
日︵
水
︶ま
で
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
法
定
調
書
の
種
類
ご
と

に
、
前
々
年
に
提
出
し
た
枚
数
が

1
0
0
枚
以
上
の
法
定
調
書
は
、

e

－
T
a
x
な
ど
に
よ
る
提
出

が
必
要
で
す
。

■
問
合
せ　

室
蘭
税
務
署︵
☎

0
1
4
3

－

22

－

4
1
5
1
︶

／
給
与
支
払
報
告
書
関
係　
住
民

税
務
課︵
☎
74

－

3
0
0
3
︶

川
へ
の
雪
捨
て
は

や
め
ま
し
ょ
う

　
川
へ
の
雪
捨
て
は
、
川
の
流
れ

に
影
響
が
出
る
お
そ
れ
が
あ
る
た

め
や
め
て
く
だ
さ
い
。

　
春
先
や
暖
気
の
あ
る
時
に
雪
が

解
け
る
と
川
を
ふ
さ
ぎ
、
川
が
あ

ふ
れ
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
子
ど
も
が
た
ま
っ
た
雪
山
で

遊
び
、
川
に
落
ち
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

　
安
全
で
住
み
よ
い
環
境
を
維
持

す
る
た
め
、
川
へ
の
雪
捨
て
は
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　
建
設
課
管
理
係︵
☎

74

－

3
0
0
7
︶

No34

　噴火警戒レベルとは、火山の活動に応じて警戒が必
要な範囲と防災機関や住民、登山者などのとるべき
防災対応をレベル１からレベル５の５段階に区分し、
24時間体制で監視・観測を行いながら気象庁が警戒
レベルを決定しています。
　このたび、気象庁では、最新の観測事例やこれまで
の知見をもとに「 有珠山の噴火警戒レベル」の判定基準
の見直しを行いました。噴火警戒レベルの引き上げや
引き下げを判定する基準に、山体の膨張や傾斜の変化

有珠山の噴火警戒レベル判定基準有珠山の噴火警戒レベル判定基準
「より早く・より正確に！」「より早く・より正確に！」

量、地震波エネルギー放出率という火山活動の状況を
示す数値など、定量的な指標を加えることとし、昨年
11月６日から運用を開始しました。
　今回の改定により、これまでよりも噴火警戒レベル
の判断が早くなり精度も向上し、住民の避難を開始す
るタイミングが早まることに期待ができます。
有珠山は、いつ噴火してもおかしくありません。

町から避難情報が発令されたときにすぐに避難行動が
取れるようしっかりと備えておきましょう。

有珠山の噴火警戒レベル 住民などの対応
５（避難） 危険な地域からの避難など
４（高齢者等避難） 高齢者などの要配慮者の避難、住民の避難準備など
３（入山規制） 入山規制、危険な地域への立入規制など
２（火口周辺規制） 今後の火山活動の推移に注意など
１（活火山であることに留意）通常生活をしながら火山情報に留意など
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大地震、冬季の備えを！大地震、冬季の備えを！
～日本海溝・千島海溝沖の巨大地震～～日本海溝・千島海溝沖の巨大地震～

■問合せ　室蘭地方気象台（☎ 0143-22-4249）

冬季に巨大地震・大津波が発生すると、吹雪や積雪
により避難に時間を要することや、屋外や寒い屋内で
の避難は低体温症のリスクが生じるなど、積雪寒冷地
特有の課題もあり、広範囲で甚大な被害が発生するお
それがあります。また、屋根に雪が多く積もっている
と、地震の揺れによる家屋の倒壊や、屋根からの落雪
の可能性がより大きくなります。屋根からの落雪は人
を巻き込む危険性があるほか、避難路をふさぐ原因に
もなりますので、十分に注意しましょう。

■
募
集
種
目　
①
第
７
回
自
衛
官

候
補
生
②
第
８
回
自
衛
官
候
補
生

■
資
　
格
　
18
歳
以
上
33
歳
未
満

自
衛
官
募
集

■
受
付
期
限
　
①
１
月
15
日︵
月
︶

~
２
月
８
日︵
木
︶②
２
月
12
日

︵
月
︶~
22
日︵
木
︶

■
試
験
期
日
　
①
２
月
16
日︵
金
︶

17
日︵
土
︶の
い
ず
れ
か
１
日
②
３

月
３
日︵
日
︶

■
問
合
せ　

防
衛
省
自
衛
隊
札

幌
地
方
協
力
本
部
室
蘭
地
域

事
務
所︵
☎
0
1
4
3

－

44

－

9
5
3
3
︶

　

相
続
手
続
き
や
遺
言
書
の
作

成
、
契
約
手
続
き
、
ま
た
官
公
署

に
提
出
す
る
書
類
の
作
成
な
ど
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
。

相
　
談

「
行
政
に
関
わ
る
く
ら
し

の
無
料
相
談
会
」
開
催

募
　
集

■
日
　
時

１
月
20
日︵
土
︶、
２

月
17
日︵
土
︶
９
時
30
分
~
12
時

■
場
　
所　
ウ
ト
ゥ
ラ
ノ

■
問
合
せ　

北
海
道
行
政
書
士

会
室
蘭
支
部︵
☎
82

－

７
０
２
３

担
当
河
合
︶
／
住
民
税
務
課

住
民
・
戸
籍
年
金
係︵
☎
74

－

3
0
0
2
︶

　
金
銭
、
相
続
、
夫
婦
間
、
交
通

事
故
、
消
費
者
問
題
の
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

必
ず
２
日
前
の
17
時
ま
で
に
事

前
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。定
員︵
３

人
︶に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■
日
　
時　

①
１
月
18
日︵
木
︶

②
２
月
１
日︵
木
︶
13
時
30
分
~

15
時

■
場
　
所

①
洞
爺
湖
町
役
場

②
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー

■
担
　
当　

①
高
村
真
人
弁
護

士︵
む
ろ
ら
ん
法
律
事
務
所
︶

無
料
法
律
相
談
会
開
催

②
井
口
敦
弁
護
士︵
池
田
翔
一

法
律
事
務
所
︶

■
問
合
せ　
住
民
税
務
課
住
民
・

戸
籍
年
金
係︵
☎
74－

3
0
0
２
︶

枚
、
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
50
枚
を
寄

贈
し
ま
し
た
。

■「北海道・三陸沖後発地震注意情報」知っています
か？12月16日で運 用開始から１年が経ちます
　日本海溝及び千島海溝沿いの領域では、過去にマグ
ニチュード６～７クラスの規模の大きな地震が繰り返
し発生しており、地震の揺れや津波による被害が発生
しています。
　この領域で、規模の大きい地震が発生した場合、さ
らに続いて規模の大きな地震が発生する事例（以下、
「後発地震」）が知られています。「北海道・三陸沖後発
地震注意情報」は、この領域とその周辺でマグニチュー
ド 7クラスの地震が発生した場合に、大規模な後発地
震の発生する可能性が平時よりも高まっている事を伝
える情報です。この情報は、必ず大きな地震が起こる
というものではなく、これまで以上に発生する可能性
が高まっているという情報です。もしもこの情報が発
表された場合は、1週間程度は後発地震に向けた備え
を再確認しましょう。
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  心からおくやみ
　　　　　　申し上げます 

11月20日から 12月19日届出分

広報紙への掲載は申請手続きが必要です。
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故山田一義さん
■12月７日死去■79歳■遺族は明美さん■泉区

故坂本正行さん
■12月４日死去■54歳■遺族は早苗さん■温３区

故藤沢清さん
■11月17日死去■92歳■遺族は庸子さん■清水区

故鈴木ミヱ子さん
■11月20日死去■92歳■遺族は弘幸さん■入１区

故田畑純子さん
■12月８日死去■84歳■遺族は斗賀山茂さん■入１区

故大塚禮子さん
■11月29日死去■75歳■遺族は忠良さん■泉区

故菊地チエさん
■11月27日死去■63歳■遺族は芳男さん■虻４区
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故村上綾子さん
■11月17日死去■76歳■遺族は朋子さん■虻４区
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とうや湖観光大使に就任したとうや湖観光大使に就任した
（左から）藤河さんと籠嶋さん（左から）藤河さんと籠嶋さん


